
 

２０１８年１２月２８日 

 

～ＳＤＧｓを道標（みちしるべ）としたサステナビリティ取組～ 

中堅・中小企業向けＳＤＧｓへの取組支援を開始 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原 典之）は、１２月

から、中堅・中小企業向けにＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取組支援を開始しました。中堅・中小

企業がＳＤＧｓを経営に取り入れ、業績の向上につながる取組を支援することにより、地域経済の活性化

や地域課題の解決を図り、地方創生に貢献します。自治体、商工団体、金融機関等と連携し、経営者向け

に「ＳＤＧｓセミナー」を開催するとともに、個別企業の実践支援として「ＳＤＧｓ取組支援メニュー」

を展開します。 

当社グループは、２０３０年に目指す社会像を「レジリエントでサステナブルな社会」と定め、国連が

２０１５年に策定したＳＤＧｓを道標（みちしるべ）として、企業活動を通じた社会との共通価値の創造

に取り組んでいきます。 

 

１．取組支援の概要 

地方創生に取り組む自治体、商工団体、金融機関等と連携し、地域の中堅・中小企業向けに以下の支援

策を展開します。 

（１）ＳＤＧｓセミナー 

ＳＤＧｓの考えに基づいた経営を企業が実践し、レジリエントでサステナブルな社会の実現に貢

献することで、自社の健全な発展につながることを経営者の皆さまにお伝えし、その取組の参考

としていただきます。 

＜主な内容＞ 

・ＳＤＧｓの概要や考え方、取組の意義（取り組むことがビジネス機会獲得につながること、 

取り組まないことが経営リスクとなり得ること）について 

・経営方針・戦略の策定方法、ＳＤＧｓに貢献する取組や企業活動事例について 

（２）ＳＤＧｓ取組支援メニュー 

企業がＳＤＧｓに取り組む際の課題を具体的項目に落とし込み、それぞれの課題について、当社

のソリューションメニューを活用して実践を支援します。 

 

＜支援メニュー例＞ 

カテゴリー ＳＤＧｓの観点で必要な取組 支援メニュー 

 
 

職場での人権尊重 

労働環境の整備 

 

・ハラスメント防止策アドバイス 

・健康経営、メンタルヘルス対策 

支援 

・長時間労働是正アドバイス 

・公正な待遇のための体制整備 

 

自社製品の安全性確保 
・製品安全対策支援 

・食品安全衛生対策支援 

 

 
 

大規模自然災害への 

対応力強化 

 

 

・ＢＣＰ策定 

・定期的な訓練の支援 

 

 



２．取組の背景 

大企業を中心にＳＤＧｓ達成の貢献を宣言する企業が増加する一方、多くの中堅・中小企業では「概要 

が理解出来ていない」「自社の事業活動に落とし込めない」「ビジネスチャンスへの道筋が描けない」 

等の理由で、具体的な取組イメージを描けていない状況です。 

今後、グローバル企業を中心に、環境に配慮し活動する企業を調達先・取引先として選ぶ傾向にある 

中、ＳＤＧｓへの取組が企業のビジネス機会獲得に一層重要となっています。また、地域経済の活性化 

に取り組む自治体・商工団体・金融機関等にとっても、企業が経営にＳＤＧｓの考えを取り入れ、持続 

的な成長につながる取組を支援することが重要課題であることから、本取組を開始しました。 
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